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8 月１日に道の駅つわの温泉なごみの里で開催されたつわの夏祭り恋・鯉・来いまつり。
津和野高校の生徒によって 10 年ぶりに復活した鯉みこし。約 100kg にも及ぶ大きな
神輿を掛け声に合わせながら練り歩く姿に観客からは大きな拍手が送られました。
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軽
快
な
音
楽
と
映
像
で
観
る
者
の
心

を
く
す
ぐ
る
テ
レ
ビ
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
。
こ
れ
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で

観
る
と
、
時
代
と
と
も
に
変
わ
る
企
業

の
意
識
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

台
所
に
仲
良
く
立
つ
夫
婦
の
姿
、
ト

イ
レ
掃
除
に
汗
を
流
す
夫
、
働
く
女
性

が
仕
事
の
疲
れ
や
飲
み
過
ぎ
で
口
に
す

る
飲
料
な
ど
。
十
数
年
前
で
は
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
映
像
で
す
。
女
性
の
社

会
進
出
や
共
働
き
家
庭
が
当
た
り
前
の

今
の
社
会
を
映
し
て
い
ま
す
ね
。

し
か
し
、
少
し
気
に
な
る
の
は
家
事

を
す
る
女
性
の
姿
。
オ
シ
ャ
レ
を
し
、

ハ
ツ
ラ
ツ
と
笑
顔
で
家
事
に
取
り
組
む

姿
が
目
立
ち
ま
す
が
、
現
実
は
そ
ん
な

甘
い
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し

弁
当
の
　
少
し
お
こ
げ
は
　
父
の
作

べ

（
C
）
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
女
性
セ
ン
タ
ー 

「
男
女
共
同
参
画
か
る
た
」
よ
り

ょ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
コ
マ

ー
シ
ャ
ル
の
よ
う
に
格
好
良
く
は
な

い
け
ど
、
仕
事
を
頑
張
り
自
分
た
ち

に
愛
情
を
注
ぎ
、
家
事
や
子
育
て
を

分
か
ち
合
う
、
そ
ん
な
親
が
作
っ
て

く
れ
た
お
弁
当
を
心
温
ま
る
も
の
に

感
じ
て
い
て
く
れ
た
ら
い
い
で
す

ね
。

島
根
県
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

　

島
根
県
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
市
町
村
や
県
と
一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
講
演
会
や
、
寸
劇
等
の
上
演
を
通
じ
て
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
男
女
共
同
参
画
を
感
じ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
町
内
サ
ポ
ー
タ
ー
】

大
内
康
子
、
大
羽
ミ
ヤ
子
、
西
蔭
千
恵
美
、
清
水
留
美
子
、
中
村
俊
子

敬
称
略

CMにも、変わる社
会と企業の意識を感
じます。

つわみん活動日記

島根県男女共同参画サポーター
西蔭　千恵美さん

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 国勢調査は，平成 27 年 10 月１日現在， 

日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。 
 

○ 国勢調査の調査結果は，さまざまな法令にその利用が定められて

いるほか，社会福祉，雇用政策，生活環境の整備，防災対策など，

私たちの暮らしのために役立てられます。 

 

 

 

 

 

 

 

    スマート国勢調査！ 
    平成 27 年国勢調査を実施します 

 

○ 今回の調査では，先にインターネットでの回答を受け付け， 

インターネットで回答されなかった世帯には紙の調査票を配布して 

調査を行います。紙の調査票は，調査員に直接提出いただくか， 

郵送でも提出いただけます。 

インターネット回答は 24 時間回答可能で、回答後は調査員が訪問すること

はありません。日中不在がちな方にオススメです！ 

総務省・都道府県・市区町村 

国勢調査については，「国勢調査 2015キャンペーンサイト」をご覧ください。 
http://kokusei2015.stat.go.jp/ 国勢調査 2015 検索 

良好な景観づくりに皆様のご協力をお願
いします。

広報つわの 2015 年 8 月 21 日発行

投票期間

8月17日～11月16日18時まで
ゆるキャラ®グランプリオフィシャルwebサイト
http://www.yurugp.jp/

ゆる
キャラ

®グランプリ2015

1日
１回、

つわみんを応援しよう！

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは下記担当課までお問合せください。
【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652

みんなの応援、待っとるけぇ～

PC・タブレット・スマホ・ガラケーから投票できる
んよ。投票にはID登録が必要になるけぇ、気をつ
けてね！

屋外に看板やポスターを設置する皆様へ
島根県では良好な景観の形成等を目的に屋外広告物条例を定め、各市町村

で設置許可や違反広告物対策を行うなど、必要な規制・誘導を行っています。
みなさんも、これから屋外に看板やポスターを設置される場合は、下記の

ポイントを参考に、屋外広告物の適正な設置にご協力をお願いします。また、
既に設置されている場合も、下記のポイントを参考に自己点検を行い、屋外
広告物の適正化に努めていただきますようお願いします。

◎島根県屋外広告物条例のポイント

○屋外広告物を設置するには事前に市町村長の許可が必要です。
○屋外広告物の種類に応じて面積や高さなどについての基準があります。
○著しく破損したものや倒壊のおそれなどがある屋外広告物は設置できません。
○屋外広告物設置工事の発注は島根県知事登録済みの屋外広告業者で行いましょう。
○設置後の屋外広告物は、適切に補修を行うなどして良好な状態で管理しましょう。
○必要なくなった屋外広告物は速やかに撤去しましょう。

【問い合わせ先】

津和野町商工観光課☎ 72-0652
島根県土木部都市計画課景観政策室☎ 0852-22-6773
島根県屋外広告物のホームページ http://www.pref.shimane.lg.jp/environment/nature/keikan/okugai/
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町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 8 月 21 日発行

２
年
に
１
度
行
わ
れ
る
特
定

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期
検

査
が
下
記
の
日
程
で
行
わ
れ
ま

す
。
検
査
を
怠
る
と
抜
き
打
ち

検
査
等
に
よ
り
罰
金
等
の
処
分

も
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
の
は
か
り
の
正
確
さ

を
再
認
識
さ
れ
る
意
味
か
ら
も

受
検
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

検
査
対
象
と
な
る
方

・
商
取
引
に
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
事
業
者

・
貨
物
運
賃
を
重
量
に
よ
り
定

め
て
い
る
貨
物
運
送
業
者

・
農
産
物
・
海
産
物
の
出
荷
、

庭
先
取
引
及
び
行
商
な
ど
に

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る
生

産
者

・
材
料
購
入
・
製
品
出
荷
及
び

詰
込
み
に
は
か
り
を
使
用
し

て
い
る
事
業
者

・
調
剤
に
は
か
り
を
使
用
し
て

い
る
病
院
、
薬
局
等

・
健
康
診
断
、
体
重
測
定
で
は

か
り
を
使
用
し
て
い
る
学

校
、
保
育
園
、
福
祉
施
設
、

病
院
等
な
ど

不
明
な
点
は
、
担
当
課
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

商工観光課☎72-0652
特定計量器定期検査を行います

健康福祉課☎72-0657

益
田
市
で
精
神
神
経
な
ど
の

診
療
を
行
う
松
ヶ
丘
病
院
の
坪

内
で
す
。
現
在
、
私
は
ハ
ー
ト

メ
ガ
フ
ォ
ン
な
る
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
を
作
っ
て
、
こ
こ
ろ
の
健

康
の
増
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
流
し

た
り
、
か
か
り
つ
け
医
―
精
神

科
医
の
案
内
カ
ー
ド
に
つ
け
た

り
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ト
メ
ガ
フ
ォ
ン
だ
か
ら
こ

こ
ろ
の
拡
声
器
？

大
声
で
何
か
を
が
な
り
立
て

よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
ろ
の
声
と
い

う
の
は
往
々
に
し
て
か
細
く
、

拡
声
器
を
通
し
て
も
耳
を
澄
ま

さ
な
い
と
聴
こ
え
な
い
ほ
ど
で

す
。
い
や
、
そ
も
そ
も
こ
こ
ろ

と
い
う
得
体
の
知
れ
な
い
も
の

が
、
声
や
言
葉
を
発
す
る
の
か

さ
え
分
か
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

こ
こ
ろ
を
掘
り
下
げ
て
い
け
ば

誰
の
胸
に
も
自
分
を
突
き
動
か

す
音
楽
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ

て
い
ま
す
。
美
空
ひ
ば
り
か

も
、
ブ
ル
ー
ハ
ー
ツ
か
も
、
フ

ァ
ン
キ
ー
加
藤
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
演
歌
か
も
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
か
も
、
ロ
ッ
ク
か
も
、
ジ
ャ

ズ
か
も
、
唱
歌
か
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
た
と
え
そ
こ
に
何
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
も
流
れ
て
い
な
く
て

も
、
胸
に
メ
ガ
フ
ォ
ン
を
当
て

れ
ば
、
誰
の
胸
か
ら
も
鼓
動
の

音
と
リ
ズ
ム
は
聴
こ
え
て
き
ま

す
。
ハ
ー
ト
が
こ
こ
ろ
と
心
臓

を
表
す
よ
う
に
、
も
し
か
し
た

ら
こ
こ
ろ
と
体
は
本
来
一
つ
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ハ
ー
ト
メ
ガ
フ
ォ
ン
と
い
う

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
く
っ
つ
け

て
、
あ
り
が
ち
な
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
情
報
を
垂
れ
流
し
て
終

わ
り
に
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
な
ら
新
た
な
ス
テ
ィ
グ
マ

（
烙
印
）
を
作
る
の
に
加
担
し

て
い
る
だ
け
で
す
。
健
常
と
障

が
い
、
こ
こ
ろ
と
体
の
壁
も
取

っ
払
い
、
人
と
人
を
つ
な
げ
、

持
っ
て
い
る
だ
け
で
幸
せ
に
な

る
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に

育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

精神科の現場から

総務財政課☎ 74-0028
水津 正夫さんが旭

き ょ く じ つ た ん こ う し ょ う

日単光章を受章

津
和
野
町
枕
瀬
に
お
住
ま
い

の
水
津
正
夫
さ
ん
（
枕
瀬
東
）

が
、
永
年
に
わ
た
る
地
方
自
治

の
育
成
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
27
年
7

月
1
日
付
け
で
旭
日
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

水
津
正
夫
さ
ん
は
、
昭
和
62

年
4
月
、
日
原
町
議
会
議
員
に

当
選
さ
れ
、
3
期
12
年
の
永
き

に
わ
た
り
在
職
し
、
議
会
の
円

滑
な
運
営
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。こ

の
間
、
総
務
常
任
委
員
会

副
委
員
長
、
副
議
長
を
歴
任
す

る
な
ど
、
高
邁
な
政
治
信
念
を

持
っ
て
地
方
自
治
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
7
月
31
日
に
島

根
県
庁
知
事
室
に
お
い
て
行
わ

れ
、
8
月
4
日
に
下
森
町
長
に

受
章
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

教育委員会☎72-1854
水津 厚夫さんが瑞

ず い ほ う そ う こ う し ょ う

宝双光章を受章

津
和
野
町
日
原
に
お
住
ま
い

の
、水
津
厚
夫
さ
ん
（
山
根
町
）

が
長
年
の
教
育
に
対
す
る
ご
功

労
が
認
め
ら
れ
、
平
成
27
年
7

月
1
日
付
け
で
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
、
7
月
30
日
に
下
森

町
長
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

水
津
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
3

月
31
日
付
け
で
日
原
町
立
日
原

小
学
校
教
諭
と
し
て
の
勤
務
を

振
り
出
し
に
、
昭
和
63
年
3
月

に
青
原
小
学
校
長
で
の
退
職
ま

で
の
40
年
間
の
長
き
に
亘
り
、

各
学
校
に
お
い
て
、
児
童
の
教

育
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
教
育
の
改
善
、
道

徳
教
育
の
推
進
・
研
究
に
取
り

組
み
、
学
校
教
育
の
振
興
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
退
職
後
も
昭
和
63
年

4
月
よ
り
平
成
5
年
3
月
ま
で

の
5
年
間
に
亘
っ
て
日
原
公
民

館
長
、
併
せ
て
同
期
間
総
務
庁

行
政
相
談
員
及
び
日
原
町
明
る

い
生
活
相
談
員
、
平
成
元
年
4

月
よ
り
平
成
14
年
3
月
ま
で
の

13
年
間
に
亘
り
島
根
県
鹿
足
郡

少
年
補
導
委
員
と
し
て
、
そ
の

豊
富
な
知
識
と
経
験
、
ま
た
高

潔
な
る
人
格
と
高
い
識
見
を
も

っ
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向

上
、
生
涯
教
育
の
推
進
並
び
に

青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
他
に
も
、
津

和
野
町
文
化
協
会
で
は
、
副
会

長
及
び
会
長
を
歴
任
し
、
現
在

に
至
る
ま
で
地
域
文
化
の
向
上

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
評
価
さ
れ
こ
の
度
の

受
章
と
な
り
ま
し
た
。

期日 時間 検査場所 対象区域

9 月 8 日
（火）

10:00~10:30 木部公民館 木部地区
11:00~11:30 畑迫公民館 畑迫地区
13:30~14:00 直地児童館 直地地区

14:30~16:00
町民体育館ロビー
（後田）

橋南地区

9 月 9 日
（水）

10:00~10:30
町民体育館ロビー
（後田）

小川地区
10:30~12:00 橋北地区

13:00~16:00 町内全域

9 月 10 日
（木）

10:00~12:00
山村開発センター
入口（日原）

日原、須川、
相撲ヶ原

13:00~14:00
滝谷、池村、
河村

14:30~16:00 左鐙公民館 左鐙

9 月 11 日
（金）

10:00~10:30
JA しまね日原支
所木ノ口米倉庫

滝元、枕瀬

11:00~11:30 青原公民館
青原、添谷、
溪村、商人、
冨田、柳
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下森町長から激励の言葉を受けた片山由冴選手（右）と片山憂由選手（左）

握手を交わす小林社長（左）と下森町長（右）

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
人
材

育
成
・
教
育
事
業
に
取
り

組
む
株
式
会
社
Ｎ
ｅ
ｘ
|
Ｅ

（
小こ

ば
や
し
た
つ
じ

林
達
司
社
長
）
は
、
IT
ヘ

ル
プ
デ
ス
ク
を
中
心
と
し
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
業
務
等
を
行
う
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
津
和
野
町
内

に
設
け
、
平
成
27
年
８
月
４
日

に
本
庁
舎
に
て
行
わ
れ
た
事
業

所
等
の
立
地
に
関
す
る
覚
書
に

調
印
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
道
の
駅
シ
ル

ク
ウ
ェ
イ
に
ち
は
ら
（
津
和
野

町
池
村
）
敷
地
内
あ
る
町
有
施

設
・
高
津
川
清
流
館
の
一
室
を

利
用
。
事
業
開
始
は
平
成
27
年

10
月
。
セ
ン
タ
ー
の
規
模
は
従

業
員
30
名
。
積
極
的
な
地
元
か

ら
の
雇
用
を
受
け
入
れ
な
が

ら
、
都
市
部
を
中
心
に
増
加
し

て
い
る
IT
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
を
中

心
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
業
務

の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

小
林
社
長
は
「
町
と
協
力
し

な
が
ら
未
経
験
の
方
も
働
け
る

よ
う
人
材
育
成
に
も
取
り
組

み
、
新
し
い
地
方
発
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
た

い
。」
と
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
募
集
中

現
在
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

働
く
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
正
社
員
雇
用
あ
り
、
社

会
保
険
等
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
未
経
験
の
方
で
も
働
け
る

よ
う
研
修
制
度
も
充
実
し
て
い

ま
す
。
採
用
条
件
、
応
募
方
法

等
詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
㈱ N

ネ ク シ ィ

ex-E が町内にコールセンターを開設
健康福祉課☎ 72-0651

新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
9
月
18
日
よ
り
順
次

発
送
し
ま
す
。
10
月
1
日
以
降

は
新
し
い
被
保
険
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
今
回
の
保
険
証

の
有
効
期
限
は
平
成
28
年
9
月

30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
28
年
9
月
30

日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
や
退
職
被
保
険
者
で
65

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
は
、

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
証
は
世
帯
全
員
分

を
世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
証
は
簡
易
書
留
郵
便
で
発

送
さ
れ
ま
す

簡
易
書
留
郵
便
と
は
、
普
通

郵
便
の
よ
う
に
、
郵
便
物
を
各

家
庭
の
郵
便
受
け
に
入
れ
る
の

で
は
な
く
、
郵
便
局
の
配
達
員

が
直
接
手
渡
し
す
る
方
法
で

す
。
そ
の
た
め
新
し
い
保
険
証

を
受
け
取
る
に
は
印
鑑
が
必
要

で
す
。

配
達
時
に
ご
不
在
の
場
合

は
、
郵
便
局
の
配
達
員
が
「
不

在
連
絡
票
」
を
置
い
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
都
合
の
い
い
日
時

に
再
配
達
を
希
望
さ
れ
る
か
、

ま
た
は
直
接
郵
便
局
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り
方

な
ど
、
詳
し
く
は
「
不
在
連
絡

票
」
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
郵
便
局
で
の
保
管
期
間

が
過
ぎ
た
場
合
、
保
険
証
は
役

場
に
返
送
さ
れ
ま
す
。

保
管
期
間
経
過
後
は
、
役
場

健
康
福
祉
課
ま
た
は
本
庁
舎
総

合
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
喪
失

の
手
続
き
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？次

の
よ
う
な
場
合
届
け
出
が

必
要
で
す
。

・
退
職
や
転
入
な
ど
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
へ
の
加
入

・
就
職
や
転
出
な
ど
に
よ
る
国

民
健
康
保
険
の
喪
失

・
転
居
な
ど
に
よ
り
家
族
構
成

が
変
わ
っ
た
と
き
な
ど

加
入
の
届
け
が
遅
れ
る
と
医

療
費
が
全
額
負
担
と
な
っ
た

り
、
喪
失
の
届
け
を
し
な
い
と

保
険
税
が
精
算
で
き
ず
に
課
税

さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
ま
す
。
届

け
出
は
14
日
以
内
に
し
て
く
だ

さ
い
。　
　

新しい国民健康保険被保険者証を発送します

障
害
基
礎
年
金
は
、
国
民
年

金
に
加
入
中
に
初
診
日
の
あ
る

病
気
・
け
が
で
1
級
ま
た
は
2

級
の
障
が
い
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
60
歳
以
上
65
歳

未
満
で
国
内
に
住
ん
で
い
る

間
に
初
診
日
が
あ
れ
ば
、
加

入
を
や
め
た
後
の
病
気
・
け

が
に
よ
る
も
の
で
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
額
は
1
級
が

97
万
５
，
１
０
０
円
、
2
級
が

78
万
1
０
０
円
で
す
。（
平
成

27
年
度
）

保
険
料
納
付
要
件

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
初
診
日
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
「
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期

間
」
の
う
ち
、
3
分
の
2
以
上

の
期
間
が
、
①
保
険
料
を
納
め

た
期
間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免

除
さ
れ
た
期
間
で
あ
る
と
い
う

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
期
間
」
は
、

原
則
と
し
て
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
期
間
で
す
が
、
海

外
在
住
期
間
等
は
除
か
れ
ま

す
。

こ
の
要
件
を
満
た
せ
な
く
と

も
、
初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
一
年
間
の
す
べ
て
の

期
間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期

間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ

れ
た
期
間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
4
分
の
1

免
除
、
半
額
免
除
ま
た
は
4
分

の
3
免
除
さ
れ
た
期
間
で
、
残

り
の
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た

期
間
は
「
保
険
料
未
納
期
間
」

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
初
診
日
の
前
日
に
お

い
て
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
、
初
診
日
の
後

に
保
険
料
を
納
め
た
と
し
て
も

要
件
を
満
た
せ
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

請
求
の
手
続
き

請
求
手
続
き
の
窓
口
は
津
和

野
町
役
場
健
康
福
祉
課
・
本
庁

舎
総
合
窓
口
で
す
。
必
要
な
用

紙
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
年
金
支
給
の
審
査

は
、
日
本
年
金
機
構
で
行
わ
れ

ま
す
。
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
ま
た
は
浜
田
年

金
事
務
所（0855-22-0672

）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健康福祉課☎ 72-0651
国民年金には障がいへの保障があります

7
月
21
日
に
津
和
野
町
役
場

に
お
い
て
、
津
和
野
町
激
励
金

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
交
付
式
で
は
、
平

成
27
年
７
月
30
日
か
ら
８
月
２

日
に
か
け
て
奈
良
県
で
開
催
さ

れ
た
第
42
回
全
国
高
等
学
校
空

手
選
手
権
大
会
に
島
根
県
の
予

選
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
出
場

す
る
津
和
野
高
校
３
年
生
の

片か
た
や
ま
ゆ
う
ご

山
由
冴
さ
ん
と
津
和
野
高
校

２
年
生
の
片か

た
や
ま
ゆ
う
ゆ

山
憂
由
さ
ん
が
町

長
か
ら
激
励
を
受
け
た
後
、
お

二
人
か
ら
全
国
大
会
へ
の
抱
負

を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
に
つ
い
て

は
、片
山
由
冴
さ
ん
が
2
回
戦
、

片
山
憂
由
さ
ん
が
1
回
戦
で
そ

れ
ぞ
れ
惜
し
く
も
敗
退
し
て
い

ま
す
。

本
大
会
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
次
の
大
会
で
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。　

教育委員会☎72-1854
津和野町激励金交付式及び全国大会結果
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津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品

ず
つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

税務住民課☎ 74-0059
人権の大切さ、忘れないで ･･･

※
順
不
同　
　

平
成
26
年
度
（
平
成
27
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

し
ん
せ
つ
は　

み
ん
な
の
え
が
お　

つ
く
り
だ
す

左
鐙
小
学
校
2
年	

及
川
丈
太
朗
さ
ん

「
ふ
ざ
け
」
で
も　

人
に
と
っ
て
は　

い
や
な
こ
と

左
鐙
小
学
校
4
年	

鈴
木
理
華
さ
ん

人
に
は
ね　

心
が
あ
る
よ　

大
切
に

左
鐙
小
学
校
5
年	

大
庭　

健
さ
ん

大
切
に　

生
き
て
る
も
の
の　

一
つ
の
命

左
鐙
小
学
校
6
年	

安
見　

藍
さ
ん

思
う
こ
と　

万
国
共
通　

差
別
「
０ゼ

ロ

」

津
和
野
中
学
校
1
年	

青
木
柊
馬
さ
ん

こ
こ
ち
よ
い　

笑
顔
の
場
所
は　

自
分
か
ら

津
和
野
中
学
校
1
年	

大
羽
世
倖
さ
ん

小
さ
な
手　

差
し
出
す
だ
け
で　

大
き
な
力

津
和
野
中
学
校
1
年	

栗
栖
ひ
な
た
さ
ん

一
人
じ
ゃ
な
い
よ　

つ
ぎ
が
ん
ば
れ
ば　

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

津
和
野
中
学
校
2
年	

北
谷
紗
希
子
さ
ん

心ハ
ー
ト

は
ね　

行
動
に
移
す
と　

あ
た
た
ま
る

津
和
野
中
学
校
2
年	

木
村
陽
菜
さ
ん

1
人
1
人
の
気
持
ち
を
考
え
て　

言
葉
を
伝
え
る

津
和
野
中
学
校
2
年	

髙
杉
咲
桜
さ
ん

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

地域包括支援センター☎ 72-0683
介護短歌のご紹介

病
む
夫
の 

手
に
手
を
添
え
て
眠
る
夜よ

わ半

青
き
月つ
き
か
げ光

　
や
わ
ら
か
く
差
す

裏
山
に 

逃
げ
る
陽
を
追
い
し
寸
の

む
つ
き
干
す
日
の
　
い
つ
ま
で
あ
る
や

癌
の
病
気
が
進
行
し
て
行
く
不
安
に
お
互
い
に
手
に
手
を
添
え
て
眠
り
ま
し
た
。

　
月
の
光
が
青
く
、
私
た
ち
の
不
安
な
気
持
ち
を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
る
様
で
し
た
。

癒
え
る
見
込
み
の
な
い
父
の
毎
日
の
介
護
は
辛
い
も
の
で
し
た
が
、
同
時
に
介
護
の
終
わ
り

が
来
る
の
も
ま
た
辛
く
、
い
つ
も
複
雑
な
思
い
の
中
に
居
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。
父
の
歳

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
今
、
介
護
さ
れ
る
側
の
身
に
思
い
が
至
る
日
々
で
す
。

桑
原 

八
重
子 

さ
ん

柳
井 

瑞
枝 

さ
ん

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
野
焼
き
は
原
則

と
し
て
禁
止
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
に
違
反
す
る
と
5
年
以

下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金（
法
人
の
場
合
は
、

違
反
し
た
従
業
員
と
と
も
に
法

人
に
も
３
億
円
以
下
の
罰
金
）

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
野

焼
き
未
遂
や
、
野
焼
き
目
的
で

の
廃
棄
物
の
収
集
又
は
運
搬
し

た
者
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
禁
止
規
定
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
処
分
で
は
適
切
な
取

締
り
が
困
難
だ
っ
た
悪
質
な
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
や
無
許
可

業
者
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却
に

対
し
、
取
締
り
の
効
果
を
上
げ

る
た
め
の
も
の
で
、
取
締
り
の

対
象
と
し
て
馴
染
ま
な
い
も
の

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
外

を
設
け
て
い
ま
す
。

野
焼
き
の
特
別
な
例
外
規
定

〇
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や

む
を
え
な
い
焼
却（
稲
わ
ら
、

農
作
業
に
伴
い
刈
り
取
っ
た

雑
草
、
伐
採
し
た
木
の
枝
剪

定
枝
な
ど
）

〇
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で

通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

（
草
取
り
や
庭
木
の
剪
定
で

出
た
草
木
の
焼
却
や
暖
を
取

る
為
の
焚
き
火
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

〇
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
の

行
事
な
ど
で
行
う
焼
却
（
ど

ん
ど
焼
き
、
山
焼
き
、
な
ど
）

※
生
活
環
境
の
保
全
上
著
し
い

支
障
を
生
ず
る
廃
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
焼
却
は
こ
れ
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

野
焼
き
禁
止
の
特
別
な
例
外

規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て

も
、
煙
や
臭
い
な
ど
に
よ
り
生

活
環
境
上
支
障
を
与
え
、
苦
情

等
の
あ
る
場
合
は
、
改
善
命
令

や
各
種
の
行
政
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

家
庭
の
ご
み
は
野
焼
き
を
せ

ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

行
い
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境

が
保
全
さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

環境生活課☎ 72-0309
野外焼却（野焼き）は禁止です

「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
国

民
の
間
に
広
く
動
物
の
愛
護
と

適
正
な
飼
養
に
つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
次
の
と
お
り
動
物
愛
護
週

間
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
備
え
よ
う
！
い
つ
も
一
緒
に

い
た
い
か
ら
」

〇
愛
情
を
注
い
で
ま
す
か

動
物
の
幸
せ
の
た
め
に
繁
殖

制
限
で
き
る
の
は
、
あ
な
た
だ

け
で
す
。
ま
た
、
飼
い
き
れ
ず

に
処
分
さ
れ
て
し
ま
う
動
物
も

い
ま
す
。

〇
迷
惑
か
け
ず
に
飼
え
ま
す
か

み
だ
り
な
繁
殖
の
た
め
に
、

適
正
な
飼
育
が
困
難
に
な
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

〇
災
害
に
備
え
て
ま
す
か

繁
殖
制
限
す
る
こ
と
に
よ

り
、
避
難
所
に
お
け
る
問
題
行

動
の
防
止
や
動
物
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
に
な
り
ま
す
。

「
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
・

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
」

・
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
の
実
施
は
、
飼
い
主
の
義

務
（
狂
犬
病
予
防
法
第
４
条

及
び
第
５
条
：
罰
金
あ
り
）

で
す
。

・「
か
わ
い
い
」
と
い
う
気
持

ち
だ
け
で
は
、
生
き
物
は
飼

え
ま
せ
ん
。
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
飼
え
る
か
、
飼
い

始
め
る
前
に
よ
く
考
え
ま
し

ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
動
物
を
捨
て
る

こ
と
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
終
生
飼
養
は
飼

い
主
の
責
務
で
す
。

・
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
。

ね
こ
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

・
人
と
動
物
の
共
通
感
染
症
に

つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
も

ち
、
感
染
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

・
動
物
が
好
き
な
人
ば
か
り
で

は
な
い
こ
と
を
知
っ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

・
飼
っ
て
い
る
犬
や
ね
こ
が
い

な
く
な
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
捜

し
始
め
て
く
だ
さ
い
。
保
健

所
や
役
場
、
警
察
に
も
必
ず

9月20～26日は動物愛護習慣です
環境生活課☎ 72-0309

届
け
出
ま

し
ょ
う
。

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

9
月
7
日
（
月
）
か
ら
9
月
13
日
（
日
）
の
7
日
間
の
強
化
週
間
中
、
県
内
に
て
次

の
と
お
り
法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
い
じ

め
や
い
や
が
ら
せ
、
虐
待
な
ど
で
お
困
り
の
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
、
周
り
で
そ

う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞
き
し
た
と
い
う
方
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　

平
成
27
年
9
月
7
日 

（月）
～
9
月
13
日 

（日）　

8
時
半
～
19
時
ま
で

（
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時
ま
で
）

☎
〇
五
七
〇
・
〇ゼ

ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

〇
三
・
一
一
〇　
（
全
国
統
一
番
号
）

　

主
催
者　

松
江
地
方
法
務
局
・
島
根
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
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町からのお知らせ
広報つわの 2015 年 8 月 21 日発行

展示ケースに収められた百景図

日
本
遺
産
「
津
和
野
今
昔
～
百

景
図
を
歩
く
～
」
の
認
定
記
念
と

し
て
、
現
在
、
津
和
野
町
郷
土
館

に
お
い
て
「
津
和
野
百
景
図
展
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

『
津
和
野
百
景
図
』
全
1
０
０

枚
の
原
画
公
開
は
、
平
成
22
年
の

新
津
和
野
町
発
足
5
周
年
記
念
展

示
以
来
、
5
年
ぶ
り
で
す
。

展
示
の
見
ど
こ
ろ

こ
の
展
示
で
は
、
原
画
の
鑑
賞

に
加
え
て
、
百
景
図
の
装
丁
も
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

百
景
図
は
全
5
巻
に
分
か
れ
ま

す
。
各
巻
は
い
ず
れ
も
表
面
に
10

景
分
、
裏
面
に
10
景
分
が
そ
れ
ぞ

れ
の
解
説
文
と
と
も
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
1
巻
当
た
り
20

景
、
全
5
巻
で
1
０
０
景
と
な
り

ま
す
。

実
際
の
百
景
図
は
、
ま
る
で
小

さ
な
屏び

ょ
う
ぶ風
の
よ
う
な
形
で
つ
な
が

っ
て
お
り
、
長
さ
約
７
m
の
展
示

ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
た
状
態
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
絵
の
右
側
に
は
、

解
説
文
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
の

教育委員会☎72-1854
日本遺産認定記念「津和野百景図展」を開催中

た
め
、
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
、

屏
風
絵
の
よ
う
に
見
え
た
り
、
文

字
の
み
見
え
た
り
と
、
実
物
な
ら

で
は
の
鑑
賞
の
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
。ち

な
み
に
、
1
巻
を
ま
っ
す
ぐ

に
広
げ
る
と
約
10
ｍ
、
全
5
巻
を

合
わ
せ
る
と
約
50
ｍ
の
長
さ
と
な

り
ま
す
。

現
在
は
後
期
の
展
示
中
で
、
第

二
巻
と
第
五
巻
の
表
裏
面
全
て

と
、
第
三
巻
の
裏
面
の
合
計
50
景

文
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

休
館
日

毎
週
火
曜
日

（
た
だ
し
、
9
月
22
日
は
開
館
し
ま

す
）

料
金町

民
の
方
は
、
入
場
無
料
で
す
。
町

民
以
外
の
方
は
、
常
設
展
の
料
金
が
必

要
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

津
和
野
町
郷
土
館

☎
72
・
０
３
０
０

税務住民課☎ 74-0069
固定資産税（家屋）の減額制度について

認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す

る
減
額
措
置

新
築
住
宅
の
う
ち
「
長
期
優
良

住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
さ
れ

た
住
宅
に
つ
い
て
、
認
定
通
知
書

の
写
し
を
添
付
し
て
申
告
が
な
さ

れ
た
場
合
は
、
新
築
後
一
定
期
間

の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
前
記
の
減
額
措
置
と
重
ね
て

適
用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

来
月
号
で
は
、
住
宅
の
耐
震
改
修
に

対
す
る
減
額
措
置
、
住
宅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
（
高
齢
者
等
居
住
改
修
）
に

対
す
る
減
額
措
置
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。届
出
等
の
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

税
務
住
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
の
減
額

制
度
に
は
、
新
築
住
宅
に
対
す
る

減
額
の
ほ
か
、新
築
住
宅
の
う
ち
、

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ

き
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
に
、

行
政
庁
の
認
定
を
受
け
て
新
築
さ

れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
従
来
の
新

築
家
屋
の
減
額
に
代
わ
る
軽
減
措

置
が
あ
り
ま
す
。

新
築
住
宅
に
対
す
る
減
額
措

置
新
築
住
宅
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
新
築
後
一
定
期
間

の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
減
額
要
件
や
範
囲
、
期
間
な

ど
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

表１. 新築住宅に対する減額措置
（1）減額要件（要件を全て満たす住宅）
住宅の種類 専用住宅 併用住宅 共同住宅
建築年月日 平成 28 年 3 月 31 日までの間に新築された住宅であること。

居住割合 全部
一棟の建物全体の

1/2 以上
一棟の建物全体の 1/2

以上

床面積 50㎡（1 戸建以外の賃貸住宅にあっては 40㎡）以上 280㎡以下
（2）減額される範囲・減額される割合

減額される部分 減額される範囲 減額される割合
減額される要件を満たす居住部分 
※併用住宅における店舗部分、事務所部
分などの住宅部分以外は減額対象外

1 戸あたり 120㎡
まで

1/2

（3）減額される期間
ア . 一般の住宅（イ以外の住宅）   …新築後 3 年度分
イ . ３階建以上の中高層耐火住宅 …新築後 5 年度分

表２．認定長期優良住宅に対する減額措置
（1）減額要件（要件を全て満たす住宅）
住宅の種類 専用住宅 併用住宅 共同住宅

建築年月日
平成 21 年 6 月 4 日から平成 28 年 3 月 31 日までの間に新築
された長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する認定
長期優良住宅であること。

居住割合 全部
一棟の建物全体の
1/2 以上

一棟の建物全体の
1/2 以上

床面積
50㎡（1 戸建以外の賃貸住宅にあっては 40㎡）以上 280㎡以
下

（2）減額される範囲・減額される割合
減額される部分 減額される範囲 減額される割合

減額される要件を満たす居住部分 
※併用住宅における店舗部分、事務所
部 分などの住宅部分以外は減額対象
外

1 戸あたり 120㎡ま
で

1/2

（3）減額される期間
ア . 一般の住宅（イ以外の住宅）  …新築後 5 年度分
イ . ３階建以上の中高層耐火住宅…新築後 7 年度分

（4）必要書類
ア . 認定長期優良住宅に係る減額申告書　イ . 認定通知書の写し



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

役場本庁舎前にて要請文を読み上げるリレー参加者

同級生に取材をする永安さん（左上）

一秒でも早い消火活動に訓練の成果が活かされています
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惜しくも上位入賞逃す 県消防操法大会
今年で 59 回目を迎える島根県消操法大会が８月９

日に益田市で行われ、６月の町大会を勝ち抜いた津和
野町第１分団がポンプ車の部で第６位、第７分団が小
型ポンプの部で第 10 位となりました。

火災現場における迅速な消火活動に必要な技術の向
上を目指して行われる本大会。会場となった県立益田
工業高校跡地には県内各地からおよそ 300 人の消防
団員が集まり、真夏の照りつける日差しの中、大会に
向けて練習してきた成果を遺憾なく発揮していまし
た。

なお、優勝した松江市消防団玉湯方面団と奥出雲町
消防団は 11 月に横浜市で行われる全国大会へ島根県
代表として出場します。

将来につながる３日間
津和野高校に通う２年生が７月 22 日からの３日間、

町内外の事業所で職場体験学習を行いました。
進学か就職か。将来の進路選択に活かしてもらおう

と昨年も行われたこの職場体験。役場で広報の職場体
験をした永安悠莉さんは他の職場で働いている同級生
を取材。「どんな仕事をしているのか」「大変なことは
なにか」など、普段は机を並べて学ぶ同級生を取材し
ました。

永安さんは「（取材で）話をうまく引き出すことが
難しかった。いつもは同級生だけど、立場が異なると
どう接してよいか迷った」と話していました。

反核訴え県内をリレー
すべての核兵器廃絶や脱原発などを訴えながらリ

レーをつないでいく「反核平和の日リレー」が７月
30 日津和野町をスタート、島根県庁へ８月６日到着
し、思いを託したリレーが繋がりました。

このリレーは、地域の労働組合などで組織される島
根県青年女性平和友好祭実行委員会が実施。ゴールと
なる島根県庁まで県内 15 市町村、約 419km をおよ
そ 300 人のリレーでつなぎます。

30 日に森村の青野山の麓を出発、津和野町役場を
訪問したメンバーは非核三原則の法制化を政府へ働き
かけることを求める要請書を提出しました。



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-9

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談島根県交通事
故相談所･･･ ☎0852-22-5102
■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 ,育児相談 ,乳児・
幼児健診 ,ケアサロン ,手
話生活相談 ,心の相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

社会福祉協議会津和野支所
	 ☎72-1494
■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支所･
☎74-1617
■パソコン教室 ,ハングル講
座 ,アダルト英会話 ,キッ
ズえいかいわ，ヨガ&マッ
トエクササイズ，水彩画教
室

日原中央公民館･････☎74-0302
■3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室

津和野町民センター
		  ☎ 72-2070
■キラキラ体操教室、※１元
気アップ教室、※２地域運
動推進員サロン活動・研修
会　地域包括支援センター

	 ☎72-0683
■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い

青原公民館･････････☎75-0039
■断酒会
断酒会鹿足支部
	 ☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまびこ なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。
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納期限は9月30日

【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】増野医院

【当番医】和﨑医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】小笠原医院【当番医】つわぶき医院

1

6 97 11 12108

13 14 15 16 17 18 19

27 28

20 21 22

29

23

30

24 25 26

2 4 53

敬老の日 国民の休日 秋分の日

国民健康保険税・第 6期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 6期
介護保険料・・第 6期
固定資産税・・第 3期

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

◎津和野小学校　運動会◎無料人権相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料人権相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎パソコン教室
（青原公民館/10:00~12:00）

◎交通事故巡回相談（要予約）
（益田市役所/9:00~15:00）
◎水彩画教室
（やませ/9:30~11:30）
◎リハビリ恋来い鯉クラブ※２

（まちせ/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（長野自治会館/13:30~14:30）
（麓耕自治会館/15:30~16:30）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎季節の湯（りんご）
（なごみ）

◎健康体操※２

（青原公民館/13:30~15:00）
◎夕暮れコンサート
（日原天文台/18:30~）

◎木部小学校　運動会
◎石見神楽公演・長福千原座社

中（なごみ）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎すずめの会※２

（池河コミセン/10:00~11:30）
◎栄養相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター/11:00-13:00）

◎子宮がん検診（津和野地域）
◎津和野図書館休館日

◎名賀のぞみクラブ※２

（ 名 賀 地 域 セ ン タ ー
/10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（ 滝 元 多 目 的 集 会 所
/10:30~11:30）

（畳公民館/13:30~14:30）
（須川公民館/15:30~16:30）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）

◎健康相談
（まちせ/9:30-11:30）
◎ 3B 体操
（まちせ/13:30~）
◎小川はつらつクラブ※２

（小川公民館/13:30~15:00）
◎キッズえいかいわ B
（やませ/16:15~17:00）

◎輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）
◎ミニバンドライブ
（なごみ）

◎日原小学校　運動会◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料人権相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料法律相談《要予約》
（ふくせ/13:00~16:00）
◎ヨガ＆マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）

◎写真教室
（日原公/10:00~12:00）
◎キラキラ体操教室
（中座会館/10:30~11:30）
（小川公民館/13:30~14:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎食育の集い
（青原公民館/9:30~14:00）
◎水彩画教室
（まちせ/13:30~,19:00~）
◎断酒会
（中央公/19:00-21:00）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎育児・栄養相談
（直地児童館内子育て支援セン
ター/10:30-11:30）

◎キラキラ体操教室
（枕瀬東公民館/10:30~11:30）
（池河コミセン/13:30~14:30）
（やまび/15:30~16:30）
◎ハングル講座
(日原公/19:30~21:00）

◎健康相談
（発熱外来診療所/9:30-11:30）
◎畑迫 HBC※２

（畑迫公民館/10:00~11:30）
◎ 3B 体操
（まちせ/13:30~）

◎青原小学校　運動会
◎左鐙小学校　運動会

◎町内中学校　体育祭◎水彩画教室
（やませ/9:30~11:30）
◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館/10:30~11:30）
（まちせ/13:30~14:30）
◎乳児健診
（まちせ/13:30-）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎リハビリ体操教室卒業生の会
（やまび/9:30~11:30）
◎にこにこ会※２

（プラサ枕瀬/10:00~11:30）
◎すみれ会※２

（小瀬会館/13:30~15:00）
◎断酒会
（まちせ/19:00-21:00）
◎季節の湯（りんご）（なごみ）

◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）◎キッズえいかいわ A

（やませ/16:15~17:00）
◎石見神楽公演・須子社中
（なごみ）

◎月いちボランティア清掃
（社協津和野支所/8:00~9:00）
◎ぴよぴよサロン
（青原公民館/10:00~13:00）

◎無料人権相談
（やまび/10:00~12:00）
◎育児相談
（日原保育園内子育て支援セン
ター/10:00-11:30）

◎明るい生活相談
（やまび/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（やまち/10:00~12:00）
◎ヨガ & マットエクササイズ
（やませ/20:00~21:00）

◎写真教室
（日原公/10:00~12:00）
◎リハビリ体操※２

（木部公民館/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（木部公民館/10:30~11:30）
（高田自治会館/13:30~14:30）
◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ/13:30~15:00）
◎津和野地区心配ごと相談
（ふくせ/13:30~15:00）
◎あさぎりの湯定休日（なごみ）

◎交通事故相談
（浜田合庁/9~12時 ,13~16時）
◎ケアサロン
（津和野共存病院/11:00-12:00）
◎発達クリニック
（やまび/13:00-）
◎子どもの発達講演会
（幼花園/16:30-17:30）

◎木部地区心配ごと相談
（木部公民館/9:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公/10:00~12:00）
◎なかよし体操中座※２

（中座会館/10:00~11:30）
◎キラキラ体操教室
（青原公民館/10:30~11:30）
（程彼集落センター/13:30~14:30）
◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）

◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館/9:00~11:00）
◎パソコン教室
（青原公民館/10:00~12:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ/10:00~12:00）
◎元気会※２

（下町コミセン/10:00~11:30）
◎史談会（まちせ/13:30~）

◎ハッスル会※２

（鹿谷集会所/10:00~11:30）
◎健康体操※２

（青原公民館/13:30~15:00）
◎キラキラ体操教室
（やまび/10:30~11:30）
（須川公民館/13:30~14:30）
◎三葉会※２

（ 程 彼 集 落 セ ン タ ー
/13:30~15:00）

◎ハングル講座
（日原公/19:30~21:00）

◎さくら会※２

（須川公民館/13:30~15:00）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館/13:30~15:30）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館/19:30~20:30）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

中央

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ



 
 

 

 

 

 

 

 

                                                    

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

撮影：薈田(わいだ)純一氏 

平成 27 年 8 月 29 日（土） 

１４：00 ～ １７：３０ 

左鐙小学校体育館 

第一部 

 津和野町地域再生計画について 

 藻谷浩介氏講演 

第二部 

 農林業で活躍している若者と 

 パネルディスカッション 

※この講演会は、内閣府の地域再生計画策定事業交付金を使って行われます。 

主催：津和野町（農林課） 後援：NPO 法人日本に健全な森をつくり直す委員会（委員長 養老孟司） 

会場 

日原 

至 吉賀町 

 

至 津和野 

左鐙 

も た に       こ う す け 

講師 藻谷 浩介 氏 

・㈱日本総合研究所 調査部 主席研究員 

・㈱日本政策投資銀行 地域企業部 特任顧問 

・NPO 法人ＣomPus 地域経営支援ネットワーク理事長 

 
山口県立徳山高校から東京大学法学部卒業。平成合

併前 3,200 市町村のすべて、海外 72 ヶ国をほぼ

私費で訪問し、地域特性を多面的に把握。地域振興

や人口成熟問題に関し精力的に研究･著作･講演を

行う。近著にデフレの正体､里山資本主義(共に角川

One ﾃｰﾏ 21)、金融緩和の罠(集英社新書) 、しなや

かな日本列島のつくりかた(新潮社)など。51 歳。 
至 益田市 

けいじばん
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わたや

駅前ビジネス

ホテルつわの

■ 9 月 21 日（月）
和﨑医院

☎ 72-0025

■ 9 月 20 日（日）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 9 月 6 日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

■ 9 月 27 日（日）
増野医院

☎ 74-0053

在
宅
当
番
医
…
…H

ospital

■ 9 月 23 日（水）
小笠原医院

☎ 79―2012

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

県
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
中

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
次
の

物
件
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
、
必
要
書
類
等
詳
し
く
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

募
集
団
地

桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
益
田
住
宅

管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

島
根
あ
い
て
ぃ
達
者
を
募
集

島
根
県
で
は
、
IT
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
る
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の
方

を
知
事
表
彰
し
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は

問
い
ま
せ
ん
。
県
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
個
人
ま
た
は
こ
れ
ら
の
方
々
を
中
心

に
組
織
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
考
し

ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

合
せ
下
さ
い
。

島
根
県
地
域
振
興
部
情
報
政
策
課

☎
０
８
５
２
・
22
・
６
２
９
５

第
２
学
期
放
送
大
学
の
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
お
よ
び

総
務
省
所
管
の
正
規
の
通
信
制
大
学
、

ま
た
生
涯
学
習
期
間
と
し
て
多
く
の

【
水
】
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
土
】
内
科
（
午
前
）
※
第
１
･
３
･
５

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で
す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
（
72
）
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ
い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付

は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
（
72
）
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
９
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、
日
曜
・

祭
日
と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、
物
理
療
法
は
午
前
８
時
30
分
と

午
後
２
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎（
72
）０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
９
月
７
・

28
日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）
耳
鼻

咽
喉
科 

毎
週
（
午
前
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
９
月
２
・
30
日
）

　
　
　

整
形
外
科
（
午
後
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・
小

児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診
（
午

後
・
予
約
制
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

と
な
り
ま
し
た
。

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場
合

要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午
後
1

時
よ
り
開
始
で
す
。

◆
日
原
診
療
所
☎
（
74
）
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
、
平
成
27
年
10
月
に
入
学
す

る
学
生
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
応

募
方
法
、
大
学
に
関
し
て
詳
し
く
は
お

問
合
せ
下
さ
い
。

平
成
27
年
９
月
20
日
（
日
）

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
２
・
28
・
５
５
０
０

法
務
局
の
登
記
相
談
が
変
わ
り
ま
す

松
江
地
方
法
務
局
益
田
支
局
で
は
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
登
記
の
申
請
に

関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、毎
週
月
曜
日
、

水
曜
日
、及
び
金
曜
日
に
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
相
談
を
さ
れ
る
お
客
様
は
、

事
前
に
電
話
等
に
よ
り
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お
問
合
せ

下
さ
い
。

松
江
地
方
法
務
局
益
田
支
局

☎
０
８
５
６
・
22
・
０
４
２
９

借
金
返
済
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、
無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た
場

合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

9
月
25
日 

（金） 

10
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

　

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、
毎
週
木
曜
9

時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
『
お
と
な
小
学
生
』

益
田
ミ
リ
……
…
…
…
…

ポ
プ
ラ
社

▽
『
あ
し
た
の
朝
子
』

山
口
恵
以
子
……
…

実
業
之
日
本
社

▽
『
浪
華
古
本
屋
騒
動
記
』

堂
垣
園
江
……
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
『
ト
ッ
ト
ひ
と
り
』

黒
柳
徹
子
……
…
…
…
…
…

新
潮
社

▽
『
砂
の
街
路
図
』

佐
々
木
譲
……
…
…
…
…
…

小
学
館

■ 9 月 13 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

▼
津
和
野
図
書
館 

9
月
30
日 

（水） 

は
休
館
で
す
。

▽
『
絵
本
即
興
詩
人
』

安
野
光
雅
……
…
…
…
…
…

講
談
社 

▽
『
王
と
サ
ー
カ
ス
』

米
沢
穂
信
……
…
…
…

東
京
創
元
社 

▽
『
な
り
た
い
』

畠
中
恵
……
…
…
…
…
…
…

新
潮
社  

▽
『
パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん　

な
つ
だ

よ
！
』

長
谷
川
義
文
……
…
…
…
…

小
学
館 

▽
『
ち
い
さ
な
お
お
き
な
き
』

夢
枕
獏
……
…
…
…
…
…
…

小
学
館 

鷲原八幡宮

■ 9 月 22 日（火）
つわぶき医院

☎ 72―3500



※住民基本台帳は、平成24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。

facebookモバイル スマートフォン

世帯数：3,618 人口：7,921 人 出生：2 死亡：11
転入：16 転出：22男 3,645 人　女 4,276 人

広報つわの
□発行 /津和野町役場　〒 699-5292　島根県鹿足郡津和野町日原 54番地 25
□編集 /つわの暮らし推進課　TEL：0856-74-0092　FAX：0856-74-0002
□印刷 /石見紙工業株式会社
□URL/ http://www.town.tsuwano.lg.jp/

□住民基本台帳（平成27年7月末現在）

つわみん©津和野町　津和野（観）許諾第 11号

7
月
届
出
分

佐さ

さ

き
々
木	

紫し

の乃	

７
・
７	

（
青
原
）

佐さ

さ

き
々
木	

奏そ
う
す
け輔	

7
・
28	

（
野
口
）

※
掲
載
は
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

寄
附
の
お
礼

2015 年 8 月 21 日発行

7
月
届
出
分

齋
藤	

芳
子	

７
・
１	

（
春
日
町
）	

64
歳

水
津	

吉
久	

７
・
５	

（
扇
町
）	

91
歳

出
本	

比
呂
志	

7
・
11	

（
鷲
原
一
）	

87
歳

倉
本	

ヨ
シ
子	

7
・
12	

（
中
座
二
）	

96
歳	

森
本	

チ
ヨ
ノ	

７
・
15	

（
上
横
道
）	

95
歳

村
上	

雪
子	

7
・
19	

（
町
田
）	

87
歳

村
上	

美
志
子	

７
・
23	

（
須
川
元
郷
）	

80
歳

水
津	

留
治	

７
・
26	

（
寺
田
上
）	

86
歳

財
間	

敏
夫	

7
・
26	

（
本
町
一
）	

94
歳

市
山	

隆
夫	

7
・
27	

（
中
座
二
）	

70
歳

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

・
豐
田　

繁
明
様
……
…
…
…
（
直
地
上
）

20
万
円	

町
行
政
に
対
し
て

鳥
獣
害
対
策
用
の
電
気
さ
く
に
つ
い
て

「
電
気
さ
く
」
と
は

田
畑
や
牧
場
な
ど
で
、
高
圧

の
電
流
に
よ
る
電
気
刺
激
に

よ
っ
て
、
野
獣
の
侵
入
や
家

畜
の
脱
出
を
防
止
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。
さ
く
に
は
人

に
対
す
る
危
険
防
止
の
た
め

に
、
電
気
事
業
法
に
よ
っ
て

施
設
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

施
設
上
の
注
意

漏
電
遮
断
器
の
設
置
が
必
要

で
す
。

「
電
気
さ
く
」
を
公
道
沿
い
な

ど
の
人
が
容
易
に
立
ち
入
る

場
所
に
設
置
す
る
場
合
で
、

30
ボ
ル
ト
以
上
の
電
源
（
家
庭
の
コ
ン
セ
ン
ト
）
か
ら
電
気
を
供
給
す
る
と
き
は
、
危
険
防

止
の
た
め
に
漏
電
遮
断
器
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

危
険
表
示
を
行
い
ま
し
ょ
う

人
が
見
や
す
い
よ
う
に
、
適
当
な
位
置
や
間
隔
で
危
険
表
示
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電
波
発
生
に
よ
る
障
害
の
防
止

「
電
気
さ
く
」
か
ら
発
生
す
る
電
波
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
無
線
設
備
に
継
続
的
か

つ
重
大
な
障
害
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
に
施
設
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

電
気
さ
く
に
関
す
る
詳
し
い
お
問
合
せ
は
次
の
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】
農
林
課
☎
72
・
０
６
５
３


